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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：大船渡市立盛小学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：大船渡市立越喜来小学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：陸前高田市立高田小学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：大船渡市立末崎中学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：大船渡市立東朋中学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：釜石市立釜石中学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：宮古市立宮古小学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：宮古市立河南中学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：野田村立野田中学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立高田高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立大船渡高等学校定時制
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立釜石高等学校定時制
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立山田高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立宮古北高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立宮古水産高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立岩泉高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立久慈東高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立種市高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての復興教育スクール 〈沿岸〉）」 実践事例
学校名：岩手県立宮古恵風支援学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての交流学習スクール）」 実践事例
学校名：釜石市立釜石中学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての交流学習スクール）」 実践事例
学校名：宮古市立田老第一中学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての交流学習スクール）」 実践事例
学校名：野田村立野田小学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての交流学習スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立山田高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての交流学習スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立宮古商工高等学校商業校舎
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「いわての復興教育推進事業 （いわての交流学習スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立宮古水産高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （いわての交流学習スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立久慈東高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：大船渡市立赤崎小学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：大船渡市立吉浜小学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：釜石市立釜石中学校



列
車
活
用

76



77



列
車
活
用

78

「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：宮古市立山口小学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：山田町立山田小学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：岩泉町立小本小学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：宮古市立第二中学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立山田高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立種市高等学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立気仙光陵支援学校
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「いわての復興教育推進事業 （震災学習列車活用スクール）」 実践事例
学校名：岩手県立久慈拓陽支援学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：住田町立世田米中学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：盛岡市立桜城小学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：盛岡市立杜陵小学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：盛岡市立下橋中学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：盛岡市立巻堀小学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：盛岡市立好摩小学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：盛岡市立巻堀中学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：矢巾町立不動小学校

Ⅰ　事業の概要（地域の実情含む）

　本校は、盛岡市の南約13ｋｍ町の西南部に

位置し、開けた田園地帯の中にある。近年、

岩手医大の移転、矢巾スマートＩＣの開通に

ともない、県央経済圏の中に組み込まれ、新

興住宅地の造成に伴い、盛岡のベットタウン

的な様相も加わってきている。学区は９つの

行政区からなっていて、学区民は、古くから

教育尊重の気風が強く、学校教育に対する関

心も高く、協力的である。

　本校では、学校教育目標の具現化に向け、

「いわての復興教育」プログラムに基づく教育

活動の推進に取り組んでいる。復興教育の３

つの教育的価値「いきる」「そなえる」「かかわ

る」を教育活動全体で取り組み、本校の学校

教育目標である「考えを広め、深める子」「思

いやりがあり、よく働く子」「健康で、気魄あ

る子」を育て、社会を創造する能力を育てる

「人づくり」を行っている。

Ⅱ　取組の概要

１　地域安全の取組

（１）児童による安全マップづくり

　第４学年では、総合的な学習の時間におい

て、自分たちが生活する地域の安全について

見直し、交通、防犯、災害などの危険箇所を

探し、どのような点に気を付けて生活すれば

よいかについて考える学習を行った。

児童はそれぞれ自宅周辺や通学路等の危険箇

所を略地図にまとめ、廊下に掲示し、全校児

童への注意喚起を行った。

（２）地区懇談会の実施

　各地区の保護者と公民館長、学校関係者が

集まり、地区懇談会（参加者31人）を実施し

た。各地区では、通学路の危険箇所等の情報

を取りまとめ、参加いただいている。危険箇

所について各地区の参加者で共有し、スクー

ルガードや地区巡回指導の留意点を確認し、

町への改善要望についても協議した。

（３）矢巾中学校区デジタル安全マップの作成

　矢巾中学校、徳田小学校、不動小学校の

３校が共同で矢巾中学校区の「デジタル安全

マップ」を作成した。

本校では、第４学年の児童が作成した安全

マップ、地区懇談会での地域からの情報に加

え、第６学年の児童と保護者の協力を得て、

データ入力を行い、作成した。QRコードから

記載されていない危険箇所についても確認が

できる。

　印刷物「デジタル安全マップ（A３版）」を

各家庭には配付し、デジタル安全マップにつ

いて周知を図るとともに、各家庭で安全につ

いて話し合うなど、安全への意識を高めるこ

とができた。

【児童の感想】

・ この安全マップを作ってみて、危険な場

所が身近にあることを学びました。気を付

けていきたいです。

【第４学年児童が作成した「安全マップ」】 【矢巾中学校区デジタル安全マップ】
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（４）地域の安全を皆で守る日

　日常的に、児童の登下校の様子について

は、地域の方（スクールガードボランティア、

PTA、民生児童委員）のご協力をいただき、

見守り活動を行っている。

　令和５年１月16日には、「地域の安全を皆

で守る日」として、矢巾中学校、徳田小学校

と同日に、児童の登校を見守り、安全につい

ての呼びかけ活動を行った。児童会執行部が

２か所に分かれ、のぼりを持ち、元気な挨拶

と、安全な登校について呼びかけた。

【地域の安全を皆で守る日】

２　引き渡し下校訓練の実施

　本校では、これまでは、定期的に集団下

校訓練を実施してきたが、昨今の自然災害

の甚大化を踏まえ、初めて、保護者の協力

を得て、直接児童を保護者に引き渡す下校

訓練を実施した。

　実施の際、以下の点に配慮した。

・ 引渡しカードの作成と運用

・ 学校連絡網メールシステムの利用

・ 駐車場の確保（車両の動線）

・ 保護者来校から下校までの流れ（分担）

初の試みではあったが、スムーズに実施

することができた。保護者と学校が、「引き

渡し下校」について共有できたことを大き

な成果ととらえている。今後、さらに工夫

改善を図っていく。

【保護者の感想】

・ いざというときに備え良い取組だと思う。

コロナもあり、思うようにいかない時もあ

ると思うが、定期的に行えるといいと思う。

大人も子どももいざという時のために、で

きることから準備することは大切なことだ

と思う。

・ スムーズに引き取りができた。実際には

祖母が迎えに行くことになると思うので、

今回の訓練のことを話しておきたい。

・ 緊急時のために、家庭でも迎えに行ける

人を確認する良い機会となった。今回は授

業参観後の実施だったので、すぐに迎えに

行けたが、実際にそのようになったときに、

誰が早く迎えに行けるかという課題が見つ

かった。引き渡しの流れが分かり、訓練を

していただいてよかった。

３　総合的な学習の時間「東日本大震災を忘

れない」の学習（第６学年）

～修学旅行の体験活動をもとに～

　第６学年では、総合的な学習の時間に、

復興教育の単元を位置付けている。修学旅

行では沿岸被災地を訪問し、そこでの体験

を単元の中心に据えている。

　　　　

【津波遺構たろう観光ホテル】

　児童は、修学旅行で宮古市田老を訪れ、

　防波堤及び津波遺構のホテル等を見学し

ながら、当時の様子や復興に向けた取組に

ついて説明を受けた。

　児童は事前学習を行っていることもあ

り、それぞれが自分の課題意識をもって、

見学した。

　旅行後には、修学旅行のまとめとしてグ

ループ新聞を作成し、また、復興教育につ

いては、修学旅行の体験をもとに、さらに

探究活動を進め、最終的には、一人１台端

末（タブレット）を活用してまとめ、それ

を学級で共有し合った。

　児童にとって、命、地域、くらしを改め

て見つめる貴重な機会となった。また、復
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興の様子の他、三陸沿岸の自然や文化に触

れる体験活動を行うことで、岩手のよさを

再発見する機会ともなった。

【田老の防波堤で説明を受ける児童】

【児童の感想（修学旅行新聞より）】

・ 動画を見て、あらためて自分の命は自分

で守らなければならないということを強く

感じた。

・ 内陸のここには津波はこないけど、「てん

でんこ」という言葉が印象に残った。いざと

いうときのために覚えておきたいと思った。

【修学旅行のグループ新聞（一部抜粋）】

【児童が作成した単元のまとめ】

Ⅲ　取組の成果と課題

１　成果

・ 中学校区の３校や保護者、地域等との

連携を図った取組を実施することがで

き、安全への意識を地域全体として高め

ることができた。

・ 復興教育の取組をとおして、児童は、

命やくらしの大切さを再認識することが

でき、今後の行動について自分なりに考

えることができた。

２　課題

・ 今後、中学校区内の学校が連携した引

き渡し下校訓練を実施するなど、地域と

学校が一体となった取組の推進を検討し

ていく必要がある。

・ 復興教育については、児童にとって魅

力的で価値ある学びとするために、絶え

ずＰＤＣＡサイクルを回していくことが

必要である。
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：矢巾町立徳田小学校

Ⅰ　事業の概要（地域の実情含む）

　本校は、国指定史跡「徳丹城跡」内に立地

し、来年度で創立150周年を迎える。史跡公

園となっている芝生地を自由に利用させてい

ただき、子どもたちののびのびとした活動が

可能となっている。また、本校の特色として、

学校と家庭、地域が一体となった読書活動の

積極的な推進があげられる。教育振興運動に

おける読書体験記や標語の募集・製本・発行、

読み聞かせボランティアの活動、朝読書や読

書祭りの活動等は、今後も継続発展させてい

きたい。

　また、本校ではコロナ禍による修学旅行先

の見直しを行い、東日本大震災の被災地であ

る県内沿岸部への学習旅行を実施してから3

年目となる。実際に被災地を訪れ、自然災害

に対する意識を高めるとともに、それぞれの

児童が感じた復興に対する思いを、秋の学習

発表会の中で他学年の児童や保護者に向けて

発信してきた。

　今後も、安全・防犯・災害等に対する意識

を高め、学校や家庭、地域が連携しながら復

興教育の推進を図っていきたい。

Ⅱ　取組の概要

１　地域の関係機関と連携した安全の取組

（１）交通安全の見守り活動の実施

　本校では、毎年、地域の方々に交通安全の

見守りボランティアを募集し、今年度も34

名の方々にスクールガードとして、児童の登

下校の安全を見守っていただいている。

２月に行われる児童会行事「６年生を送る会」

に、スクールガードの皆さんを招待し、児童

からのお礼を述べるとともに、ＰＴＡの生活

指導委員会からも感謝状等を贈る機会を設定

している。

（２）デジタル安全マップの作成

　11月に、矢巾中学校区の三校が合同で、学

区内の危険箇所を調べ、矢巾中学校の生徒

が中心となって「矢巾中学校区デジタル安全

マップ」を制作した。本校からは６年生の親

子が参加し、地域内の危険箇所に対する危機

意識や自ら危険性を判断し、対応していく力

を高めることにつながる取組となった。

（３）県警見守り地蔵贈呈式並びに啓発活動

　12月に、紫波地区少年ボランティア協会の

方が来校し、地域の方が作成した見守り地蔵

の贈呈式が行われた。児童を代表し、生活安

全委員会の６年生３名が参加し、子どもたち

の健やかな成長と安全を願って丁寧に木彫り

された見守り地蔵を受け取り、各教室に１つ

ずつ飾った。

　その後、協会の方には給食時間の放送を利

用し、全校児童への安全に関わる啓発をして

いただいた。

（４）地域の安全を皆で守る日

　１月に、矢巾中学校区三校合同での「地域

の安全を皆で守る日」として、朝のあいさつ

運動と交通安全への呼びかけ活動を実施し

た。本校からは、児童会執行部の６年生と各

委員会の委員長を務める６年生９名が参加

し、交通安全の呼びかけ活動を行った。
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２　震災からの復興～未来への扉～

（１）修学旅行での震災学習

　４月27日～28日に、本校で３年目となる

県内沿岸部被災地への修学旅行が実施され

た。今年度は、久慈～田老～宮古を廻るルー

トでの実施となった。

久慈市「もぐらんぴあ」での震災学習では、

震災から現在の「もぐらんぴあ」の再開にい

たるまでの道のりについて、６年生の児童た

ちは、職員の方の説明に真剣に耳を傾けてい

た。

　その後、児童たちは、初めての三陸鉄道に

乗車し、「震災学習列車」で、被災地の今を列

車で移動しながら直接「見て」「聞いて」「感

じて」という貴重な体験活動を実施すること

ができた。目の前の美しい景色が、当時どの

ようになっていたのか、三陸鉄道や沿岸の町

並みがどのように復興してきたのかなどをガ

イドしていただくことは、６年生の児童たち

にとって大きな財産となった。

　２日目の見学地となった田老町では、「田

老の学ぶ防災ガイド」を体験した。震災遺構

「たろう観光ホテル」を見学し、津波の恐ろ

しさを目の当たりにする貴重な体験学習と

なった。

（２）津波伝承館での見学学習

　８月25日、６年生の総合的な学習の時間

及び社会科の学習として、陸前高田市の東日

本大震災津波伝承館を見学した。

　津波伝承館では、津波の被害や復興の様子

について、それぞれが課題をもって調べ、そ

の後の学習発表会や総合的な学習の時間、社

会科の学習に生かすことができた。

（３）震災からの復興～未来への扉～

　６年生の児童たちは、修学旅行や陸前高田

市見学をとおして学んだことや、総合的な学

習の時間の中で深めた震災に対する思いを学

習発表会の中でのびのびと表現した。

　「震災からの復興～未来への扉～」と題さ

れた演目は、グループごとのエピソード紹介、

タブレットのスライドを使って作成した「も

ぐらんぴあ」「三陸鉄道」「田老」「陸前髙田」

の紹介、自分たちにできることの決意発表と

いう構成で行われた。一人一人の児童が、今

の自分にできること、これからの自分にでき

そうなことを考え、他学年や保護者に向けて

その思いを発信することができた。
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３　復興教育の３つの教育的価値「いきる・か

かわる・そなえる」に関する指導実践

（１）各学年の指導実践

　本校では、各教科や道徳科、総合的な学習

の時間を活用し、復興・防災に関わる３つの

教育的価値「いきる・かかわる・そなえる」

を育てるために、復興教育副読本の効果的で

計画的な活用を図っている。

〈具体の２１項目に関わる指導の実践例〉

⑦体の健康

自分の生命と健康を大切にしようとする心

情を育てる。 (１年　道徳科)

⑫自分と地域社会

地域の自然や産業について関心を高め、地

域を誇りに思う。 (３年　社会科)

①かけがえのない生命

生命のたくましさや自然とともに生きるこ

との大切さを考える。 (３年　道徳科)

⑰自然災害の歴史

日本の主な自然災害について理解を深め、

災害に備える意識を高める。

(４年　社会科)

⑳学校・家庭・地域等での日頃の備え

災害が起きたときに生き延びるための備え

や防災意識の高め方について学ぶ。

(４年　社会科)

④夢や希望の大切さとやり抜く強さ

奥州市から世界へとびたった大谷翔平選手

の生き方や考え方について学ぶ。

（５年　道徳科）

⑥心の健康

目に見えない「心の思い」を見つめ、自分の

気持ちを言葉に表すことの大切さについて考

える。 (５年　特別活動)

⑳学校・家庭・地域等での日頃の備え

災害が起きたときに生き延びるための準備

について学び、自分自身が生き延びるために

できることについて考える。

(５年　特別活動)

⑬復旧・復興のあゆみ

復旧・復興に対する地域住民の願いを知り、

自然災害に負けないまちづくりについて理解

を深める。

(６年　社会科・総合的な学習の時間)

⑪ボランティア・救援活動

ボランティア・救援活動の意義について学

び災害時の支援活動の実際について理解する。

(６年　総合的な学習の時間)

⑮自然災害の様子と被害の状況

津波の威力や被害の状況について、東日本

津波伝承館の展示物をもとに理解し、自分に

できる防災の取組について考える。

(６年　総合的な学習の時間)

（２）学校図書事務補助員の先生による読み聞か

せの実施

　本校では、3月11日を「絆・思いやりの日」

と位置付け、学年ごとに復興教育副読本や震

災に関わる映像資料、津波体験作文集等を活

用した学習を行っている。

　今年度は３月10日(金)に設定し、指導実

践を予定している。また、３月６日～10日

までの期間中に、学校図書事務補助員の先生

による震災にまつわる本の読み聞かせを計画

している。(複数学年で実施)

Ⅲ　取組の成果と課題

１　成果

・ 交通安全に関わる取組について、地域の関係

者と連携し、見守り活動を実施したり、安全

マップを作成したりしたことで、児童が交通

安全に対する意識を高めることができた。

・ 復興教育を中核に据えた修学旅行並びに見

学学習を実施したことで、児童が震災当時の

様子や復興に向けた人々の思いについて理

解を深めることができたとともに、自分たち

にできることについて考え、発信することが

できた。

２　課題

・ ６年生が中心となった実践となっており、他

学年における実践について、計画的に取り組

んでいかなければならない。

・ 防災学習に関わる実践や、復興教育副読本の

より合科的で計画的な実践について検討し、

校内研究等で実践例を交流する機会を設定

するようにしたい。
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：矢巾町立矢巾中学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：八幡平市立田頭小学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：八幡平市立西根中学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：岩手県立軽米高等学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：岩手県立金ケ崎高等学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：岩手県立平舘高等学校
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「学校安全総合支援事業」 （いわての復興教育スクール 〈内陸〉） 実践事例
学校名：岩手県立盛岡みたけ支援学校
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